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第３５回伊勢原市農業委員会総会議事録

１ 開催日時 令和３年１月２７日（水） 午前９時１５分～

２ 開催場所 伊勢原市役所２階 ２Ｃ会議室

３ 委員在任定数 １０名

１ 大木 克美 ６ 廣木 孝幸

２ 越地 進 ７ 木村 勇

３ 杉本 和彦 ８ 萩原 隆雄

４ 横山 正博 ９ 鈴木 雅之

５ 岸田 文雄 １０ 黒田 義夫

４ 出席委員数 １０名

５ 欠席委員数 ０名

６ 署名委員 横山 正博

岸田 文雄

７ 議 長 黒田 義夫

８ 事務局等職員出席者

伊藤 陽一（事務局長）

青木 優

松本 拓也

９ 傍聴者 ０名

10 審 議 内 容 (開会 午前９時１５分)

［事務局長］ 只今より第３５回伊勢原市農業委員会総会を開催いたします。

本会議は、「伊勢原市審議会等の公開に関する要綱」の規定で公開することになってお

りますが、本日、傍聴を希望されている方はございません。在任定数１０名、全委員出席

でございます。定足数に達しておりますので、第３５回伊勢原市農業委員会総会を開催い

たします。議長、宜しくお願いします。

［議 長］ それでは、只今から、第３５回伊勢原市農業委員会総会を開催いたします。本日の議事

録署名委員は、４番・横山 正博委員と５番・岸田 文雄委員の両名にお願いをいたします。

それでは、議事に入ります。本日の審議事項は、報告６件、議案１件の計７件となって

おります。まず、報告より入ります。

［議 長］ 報告第１号、農地法第３条の３の規定による届出についてを議題といたします。

事務局、説明をお願いします。

［事 務 局］ 農地法で義務づけられている相続等による農地の所有権取得の届出が６件ありました。

この届出は、相続等によって農地の権利を取得したときに届出が必要となります。

はじめに、報告第１号の１です。相続日は、令和２年８月１０日、市内高森４丁目にお

住まいの方が、高森４丁目の農地１筆、面積３３７平方メートルを相続により所有権を取
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得しました。権利を取得した農地の第三者への斡旋の希望はありません。届出日は、令和

２年１２月１４日です。

次に、報告第１号の２です。相続日は、令和２年６月９日、市内下糟屋にお住まいの方

が、下糟屋字道灌塚の農地３筆、同字前田の農地１１筆、同字又口の農地１筆、合計１５

筆、面積５，１９１平方メートルを相続により所有権を取得しました。権利を取得した農

地の第三者への斡旋の希望はありません。届出日は、令和２年１２月１８日です。

次に、報告第１号の３です。相続日は、令和２年６月９日、市内下糟屋にお住まいの方

が、下糟屋字下中澤の農地２筆、合計面積１，１２６平方メートルの共有持分を相続によ

り取得しました。権利を取得した農地の第三者への斡旋の希望はありません。届出日は、

令和２年１２月１８日です。

次に、報告第１号の４です。相続日は、令和２年５月１０日、市内高森にお住まいの方

が、串橋字下河内の農地１筆、同字佃の農地４筆、笠窪字魚板橋の農地３筆、同字中瀬の

農地２筆、同字市ノ坪の農地１６筆、合計２６筆、面積１７，７１１平方メートルを相続

により所有権を取得しました。権利を取得した農地の第三者への斡旋の希望はありません。

届出日は、令和２年１２月２１日です。

次に、報告第１号の５です。相続日は、令和２年８月２６日、市内板戸にお住まいの方

が、板戸の農地２筆、合計２筆、面積５３５平方メートルを相続により所有権を取得しま

した。権利を取得した農地の第三者への斡旋の希望はありません。届出日は、令和３年

１月７日です。

次に、報告第１号の６です。相続日は、令和１年１１月１９日、市内串橋にお住まいの

方が、串橋字清水の農地４筆、同字佃の農地１筆、同字石橋の農地２筆、合計７筆、面積

５，１２５平方メートルを相続により所有権を取得しました。権利を取得した農地の第三

者への斡旋の希望はありません。届出日は、令和２年１２月１５日です。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました。相続により、所有権を取得した旨の届出が６件あったと

いうことですが、何か御質問がございましたらお願いいたします。

【 質問なし 】

［議 長］ 無いようですので、次に移ります。

報告第２号、農地法第４条第１項第８号の規定による届出についてを議題といたします。

事務局、説明をお願いします。

［事 務 局］ 市街化区域内にある農地について、農地以外のものにするときは、農地法第４条第１項

第８号の規定に基づく届出を農業委員会に行うこととされています。

お手元資料にあります４件の届出、５筆、９５６．８７平方メートルについて、報告さ

せていただきます。

まず、報告第２号の１の伊勢原地区内、板戸の１筆、１５８平方メートルの土地に係る

届出、及び報告第２号の２の伊勢原地区内、板戸の１筆、３７７平方メートルの土地に係

る届出について御説明いたします。
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届出のありましたこれら土地は、現況が駐車場となっており、届出関係書類に拠ります

と、昭和５０年代に賃貸駐車場として転用されたとのことです。なお、本件土地は、板戸

土地区画整理事業地内にあります。当方で国土地理院が保有する情報を参照したところ、

昭和５８年時点では土地区画整理事業を施行中と思われる様子が確認できます。土地区画

整理事業地内で農地として残された経過は不明ですが、事実関係に大きな疑いがなく、ま

た、駐車場として転用することについては農地法上の支障がないと考えられること、市街

化すべき土地に位置するものであることから、追認するものとし、届出を受理しました。

次に、報告第２号の３、比々多地区内、笠窪字市ノ坪の２筆の一部、３３７．２２平方

メートルの土地に係る届出について御説明いたします。届出のありましたこれら土地は、

報告第３号の１で報告申し上げます土地とともに令和２年１２月１７日付けで神奈川県知

事から都市計画法第２９条に基づく開発行為の許可を受けた宅地造成事業の区域の中にあ

り、開発道路及びごみ置場にされるものです。適切に開発行為の許可も得られていること

から、届出を受理しました。

次に、報告第２号の４、比々多地区内、笠窪字市ノ坪の１筆の一部、８４．６５平方メ

ートルの土地に係る届出について御説明いたします。届出のありました土地は、報告第２

号の３及び報告第３号の１に係る開発行為の残地となる部分です。現況が駐車場となって

おり、届出関係書類に拠りますと、平成元年に賃貸駐車場として転用されたとのことで、

引き続き駐車場として活用するため、届出があったものです。

当方で国土地理院が保有する情報を参照したところ、昭和６３年時点では農地として活用

されていたと思われるものの、平成５年時点においては、既に農地以外のものとされてい

るであろうことが伺えます。

事実関係に大きな疑いがなく、駐車場として転用することについては農地法上の支障がな

いと考えられること、また、市街化すべき土地に位置するものであることから、追認する

ものとし、届出を受理しました。

これら４件の届出については、不動産登記法第３７条の規定に基づき、地目の変更の登

記申請を適切に行うよう、指導・助言しています。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました。市街化区域内の農地転用の届出が４件あったということ

ですが、何か御質問がございましたらお願いいたします。

【 質問なし 】

［議 長］ 無いようですので、次に移ります。

報告第３号、農地法第５条第１項第７号の規定による届出についてを議題といたします。

事務局、説明をお願いします。

［事 務 局］ 市街化区域内にある農地について、土地の権利移動を伴って農地以外のものにするとき

は、農地法第５条第１項第７号の規定に基づく届出を農業委員会に行うこととされていま

す。お手元資料にあります２件の届出、合計３筆、１，３６９平方メートルについて、報

告させていただきます。

まず、報告第３号の１、比々多地区内、笠窪字市ノ坪の２筆、１，１５８平方メートル

の土地に係る届出について御説明いたします。届出のありましたこれら土地は、報告第２

号の４で報告申し上げました土地と一体で駐車場とされていたもので、駐車場とされてい

た経過等は、報告第２号の４で御報告申し上げましたとおりです。現況が既に農地ではな

いものの、土地の代金の決済の都合上、５条による届出希望があったことから、今回につ

いては事情を考慮し、宅地造成を目的とした届出として受理しました。
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なお、報告第２号の３と説明が重複しますが、宅地造成事業として受理するにあっては、

令和２年１２月１７日付けで神奈川県知事から都市計画法第２９条に基づく開発行為の許

可を受けており、支障ないものと考えます。また、駐車場として転用されていたことにつ

いては、事実関係に大きな疑いがなく、農地法上の支障がないと考えられること、市街化

すべき土地に位置するものであることから、追認するに支障ないものと考えております。

次に、報告第３号の２、比々多地区内、串橋の１筆、２１１平方メートルの土地に係る

届出について御説明いたします。本件届出は、一般個人住宅の建設を目的に、適切に行わ

れたものであったことから受理としました。なお、串橋特定土地区画整理事業地内にあり、

農地として残された経過は不明です。

これら２件の届出については、不動産登記法第３７条の規定に基づき、地目の変更の登

記申請を適切に行うよう、指導・助言しています。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました。市街化区域内で所有権移転を伴う農地転用の届出が２件

あったということですが、何か御質問がございましたらお願いいたします。

［Ａ 委 員］ 報告第２号は、所有者が転用した届出なので報告事項で良いと思いますが、この件は、

売買で権利移動が伴っており、農業委員会の審査が必要だと認識していたので、追認とい

う言葉の意味を説明していだだけますか。

［事 務 局］ 市街化区域内の農地につきましては、自らが農地を農地以外にするものであっても、第

三者に対して権利を譲り渡すものであっても、全て許可申請ではなく、届出の制度となっ

ておりまして、従前から全て報告事項として扱わせていただいております。

［Ｂ 委 員］ この件は、土地区画整理地内で、一般的に区画整理事業の場合は、換地処分によって職

権のような形で地目変更されるはずですが、農地の地目のまま残ってしまったということ

に何か理由はあるのでしょうか。

［事 務 局］ 原則は、おっしゃるとおりであると考えます。換地処分の際、区画整理組合の方で登記

地目を宅地とすることが一般的であると思われますが詳細は不明です。

［議 長］ 他にございますか。無いようですので、次に移ります。

報告第４号、引き続き農業経営を行っている旨の証明についてを議題といたします。

事務局、説明をお願いします。

［事 務 局］ この証明は、相続税納税猶予期間の３年ごとの証明です。成瀬地区で２件の申請があり

ました。

報告第４号の１、申請人は高森にお住まいの方で、被相続人のお子さんです。申請日は、

令和３年１月８日、対象農地の明細は１０ページです。高森字白金に１筆、面積は５８３

平方メートルです。１月１４日に事務局で現地調査を行い、対象農地は、露地野菜が栽培

され、良好に管理されていることを確認しています、１月１５日付けで専決処分で証明書

を発行しました。

次に報告第４号の２、申請人は粟窪にお住まいの方で、被相続人のお子さんです。申請

日は、令和３年１月８日、対象農地の明細は、１１ページから１２ページです。粟窪字林

窪に２筆、同字林台に２筆、同字下丑窪に３筆、同字仲丑窪に３筆、同字仲田に５筆、同
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字谷戸に３筆、同字谷戸脇に１筆、合計２０筆、面積は８,９３２.７５平方メートルです。
１月１４日に事務局で現地調査を行い、対象農地は白菜・ネギ・キャベツなどが作付けさ

れ、良好に管理されていることを確認し、１月１５日付け専決処分で証明書を発行しまし

た。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました。引き続き農業経営を行っている旨の証明願いが２件あっ

たということでございます。何か御質問がございましたらお願いいたします。

【 質問なし 】

［議 長］ 無いようですので、次に移ります。

報告第５号、農地法第５条の規定による許可申請書の取り下げについてを議題といたし

ます。事務局、説明をお願いします。

［事 務 局］ 本年１０月の第３２回農業委員会総会において承認を得た農地法第５条の転用許可申

請について、令和２年１２月１４日付けで取下げ書が提出されましたので報告します。

所在地は、小稲葉字下河内の２筆、面積３３５．２６平方メートルを橋梁耐震補強工事

に伴う仮設工事用地として一時転用をするものでした。

取下げの理由は、試掘を実施したところ、橋脚のフーチング基礎部分の厚さが想定より薄

いことが確認され、当初の設計内容と大きな差異が生じ、工事を中止したためでございま

す。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました。この件について、何かご質問がございましたらお願いい

たします。

［Ｂ 委 員］ 申請はされたが、県から取り消しの許可が出ていないと聞いていますが、未だに許可は

出てないのですか。

［事 務 局］ 県から許可申請の取下げの受理通知は届いております。この件は、１０月の総会で許可

相当と認められ、許可権者である県に送りましたが、試掘の段階で工事を中止したことか

ら、県の許可決定前に保留扱いとされており、１２月に県が申請者からの許可申請の取下

げ書を正式に受理したものです。

［議 長］ 他に、ございませんか。無いようですので、次に移ります。

報告第６号、農地法第１８条第６項の規定による届出についてを議題といたします。

事務局、説明をお願いします。

［事 務 局］ 賃貸借が行われている農地について、貸し手・借り手の合意で解約をする場合には、農

地法第１８条第６項の規定に基づく合意解約の通知を農業委員会に行うこととされていま

す。

お手元資料にあります２件、１２筆、１５，８８５．５４平方メートルに係る通知につ

いて報告させていただきます。

まず、報告第６号の１、高部屋地区内、日向字上堤の１筆、８７６平方メートルの土地

に係る通知について御説明いたします。本件通知は、賃借人から「他の農地に集約する」

との申出があったことから、合意解約に至ったものです。

次に、報告第６号の２、高部屋地区内、上粕屋字辻の３筆、４，０３４平方メートルほ
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か、一部比々多地区を含む計１１筆、１５，００９．５４平方メートルの土地に係る通知

について御説明いたします。本件通知は、農地中間管理事業により農地中間管理機構から

転貸を受けた法人に破産があったことから、合意解約に至ったものです。

なお、当該法人は、農地中間管理事業のほか、利用権設定等促進事業でも土地を借り受

けています。これらの土地については、当該法人から土地所有者に対し、お知らせ等が行

われることを期待しています。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました。この件について、何か御質問がございましたらお願いい

たします。

［Ａ 委 員］ 賃貸人は神奈川県農業公社ですから、地主と賃貸人が別の方となるわけですが、転借人

が破産してしまった場合は、地代は支払われるのですか。

［事 務 局］ 土地は、農地中間管理機構である神奈川県農業公社が借り受けている状態ですので、原

則として、土地所有者に対しては、神奈川県農業公社が賃借料を支払う義務があると思わ

れます。

［議 長］ 他にございませんか。無いようですので、議案に入ります。

議案第１号、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認についてを議

題といたします。事務局、説明をお願いします。

［事 務 局］ 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により、同意市町村である伊勢原市が農

用地利用集積計画を定める場合、「農業委員会の決定」が必要です。

お手元資料にあります伊勢原地区、池端字五反地の７筆、３，８１５平方メートルの利

用権の設定に関する意向の申出について御審議をお願いします。

受け手は、３０アール以上の耕作を行う農地所有適格法人であり、市が定めた農業経営

基盤の強化の促進に関する基本的な構想にも合致すると考えます。

なお、農地所有適格法人であることから、解除条件は付されておりません。以上、御審

議をお願いします。

［議 長］ 事務局の説明が終わりましたので、審議に入ります。

議案第１号について、何か御質問・ご意見がございましたらお願いいたします。

【 質疑なし 】

［議 長］ 無いようですので、質疑を打ち切り、採決をいたします。

議案第１号について、「原案のとおり承認とする」ことに、賛成の委員の挙手を求めま

す。

【 挙手全員 】

［議 長］ 挙手全員。よって、議案第１号については、「原案のとおり承認とする」ことといたし

ます。以上を持ちまして、第３５回伊勢原市農業委員会総会を閉会といたします。

［事 務 局］ 次回の総会は、２月２６日、金曜日、会場につきましては、市役所２階の２Ｃ会議室

でございます。よろしくお願いいたします。

【 ９時５８分 終了 】
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